










　　　この日々に捧ぐ、ささやかな祈りを







　パレッティア王国の歴史はそれなりに長い。だから受け継がれる伝統も、歴史の長さに比例して数が多くなる。

　王族や貴族とは国の先頭に立つ代表であり、その歴史を担う者でもある。だからこそ、積み重ねられてきた伝統に対して真摯に向き合い、多くを学ばなければならない。

「──でも、嫌なものは嫌ッ！」

　私はそう叫んで机に突っ伏した。行儀が悪いと言われても、嫌なものは嫌なのだ。

　机に突っ伏した私を見てオロオロしながら声をかけてきたのはレイニだった。

「あの、アニスフィア様……大丈夫ですか？」

「これが大丈夫に見える？」

　机に突っ伏したまま、私はレイニに言う。するとレイニは言葉をなくしてしまったようで、何も言わなくなった。ただ困ったような雰囲気を醸し出すだけだ。

「……アニス様も限界のようですし、今日のお勉強はここまでにしましょう」

　呆れたように溜息を吐きながらそう言ったのはユフィだ。

　ここは離宮のサロン、そこで行われていたのは私とレイニに向けた勉強会。講師を務めているのはユフィだ。

　紆余曲折あって離宮に引き取られたユフィとレイニは、互いに因縁を付け合ってもおかしくない間柄だ。ユフィはレイニが原因となって婚約者から婚約破棄を突きつけられているし、それが原因で離宮に来ることになったからだ。

　一方で、レイニも本人が知らない、そして彼女自身にはどうしようもない要因があって国を混乱させかけた危険因子であった。私が保護しているからこそ、こうして過ごせていると言える位、彼女の立場は危ういものだ。

　そんな複雑な事情を抱える二人が仲良くやっている証拠とも言えるのが、この勉強会だ。平民として育ち、貴族の家に迎えられたレイニは貴族として振る舞うのには知識が未熟であり、学ばなければならないことが多い。

　助手として引き取ったユフィとは違い、離宮にいる間はどうしても暇を持てましてしまうレイニのためにユフィが勉強会をしようと言い出したのが最初のキッカケ。そこに私も巻き込まれた訳だ。

『アニス様も、今後は表に出る機会があるかもしれないのですから。ちゃんとマナーを復習しておいた方が良いでしょう？』

　最初は誤魔化して逃げようとした私だけど、頼りになる私の専属侍女であるイリアに裏切られてしまった。

　そんな裏切り者のイリアの後押しもあって、渋々ながらユフィの勉強会に私も参加することになったのだけど、これがとても苦痛だ。

　ほら、私は王族ではあるけれど、魔法が使えないうつけ者だし？　礼儀とかマナーとか最低限出来れば困らないかなって？　備えるのは大事だと言うのはわかるんだけど、とにかくめちゃくちゃ嫌だ。断固として嫌なのだ。

「……やっぱり私、別に勉強しなくて良くない？　ほら、皆、誰も期待してないでしょ？」

「残念ながら、この勉強会のことをご報告した際にシルフィーヌ王妃殿下によく躾けておくようにとお言葉を頂いております」

「外堀埋めるの止めない!?」

　あまりにも無慈悲なイリアの宣告に、机に突っ伏していた身体を勢い良く起こして抗議する。なんでよりにもよって母上に報告したの!?　そんなの絶対に逃げられない奴じゃん！

　全身で勉強が嫌だと主張する私にレイニは反応に困ったように苦笑していて、ユフィは眉間に指を添えながら深々と溜息を吐いている。

「別に勉強が出来ない訳ではないのですから。もう少し真面目に勉強しても良いんじゃないですか？」

「嫌なものは嫌なの」

「……嫌になった理由はわからなくもないですが」

　困りました、と副音声が聞こえてきそうなユフィの溜息に私は頬を膨らませて不満を示してみせた。

　魔法の腕前が王族や貴族としての価値を決めると入っても過言じゃないパレッティア王国では、魔法が使えない私なんてただの厄介者だ。

　どんなに頑張っても認められないなら、頑張る必要ない。そう思ってしまえば、マナーの勉強なんてとてもじゃないけど身に入らない。

「いいじゃん、私なんかどうせキテレツ王女様なんだからさー」

「拗ねないでください。レイニに教えるついでですけど、何も悪いことなんてないじゃないですか？」

「ありますー！　私の精神とか忍耐ががりがり削られてるんですぅー！　今さら品行方正な王女様とか私には無理！　諦めて母上！」

　そう叫んでから、私は再び机に突っ伏した。今度はユフィだけじゃなくて、イリアとレイニまで揃って溜息を吐いた気がする。

「……仕方ありませんね、休憩にしましょうか。イリア、お茶をお願いしてもよろしいでしょうか？」

「はい、畏まりました」

　ユフィが勉強会の終わりを告げて、イリアに指示を出す。それを聞きながら私はぐったりと頬を机につけながらぼんやりとする。

（机に座ってお勉強なんていつ振りかな……）

　机に向かって資料を漁ったり、研究したり、手作業をしたりするのはまったく苦じゃないのに、マナーの勉強となると身体が拒絶してしまう。

　でも、ユフィが言うように別に勉強が嫌いな訳じゃない。ただ授業の内容がマナーの授業だと言うのが嫌なだけだ。

「アニス様、いつまでその格好でいるつもりですか……？」

「えー」

「えー、じゃありません。起きてください」

「起きてくださいと言いながら人の頭にティーカップを置こうとするの止めない!?　しかもあっつ、あっつい!!」

「暴れると手が滑りますよ」

「まずはその手を止めなさいよ！」

　イリアがソーサーの上にじゃなくて、頭の上にカップを押し付けて来る。底面がやや熱くて、けれど下手に動けばお茶を頭から被ってしまいそうなので必死に身動きしないようにしながらも抗議する。

　私が抗議すればティーカップが離れ、私の目の前に置かれる。私は頭をさすりながら身を起こしてイリアを睨む。イリアは何事もなかったかのように澄ましている。

「本当、良い性格してるよ」

「恐縮です」

　私が皮肉を言えば、イリアが丁重に礼をする。すると私たちのやりとりを見ていたレイニが呆れたような、困惑したような表情をしているのに気付いた。

「……なんというか、その、本当にお二方は自由ですね？」

「縛られるの嫌いだから」

「姫様のご意向ですので」

　私とイリアが揃ってそう言うと、やっぱりレイニは何とも言えない曖昧な表情を浮かべるだけだった。

　そんな私たちを見て、ユフィが深々と溜息を吐き出す。

「……レイニ、この人たちはあまりに特殊ですので参考にしては駄目ですよ」

「あっ、はい……」

「何よー、そんな人を教育に悪いものみたいに。これでも年上なのよ？」

「では、年長者としての振るまいを心がけて頂きたいのですが？」

「だって息が詰まるでしょ？」

「そういう問題ではなくてですね……」

　頭痛を堪えるかのように額に手を添えながらユフィが何か言おうとするけれど、うまく言葉に纏まらなかったのか続きが出てこない。

「ごめんって。ただ、身に入らないのも本当だから。私のために言ってくれてるのはわかってるんだけどね」

「……アニス様の事情もありますから、そこは無理強いもしません。根を詰めすぎても良くありませんからね。それはレイニも同じですよ？」

「は、はい」

　ユフィの言葉にレイニが何度も頷いてる。レイニは何も言わないとどこまでも思い詰めてしまいそうな所があるから、それを気遣ってのことだろうと思う。

　そんな二人を見ていると自然と頬が緩む。ユフィの婚約破棄の原因となってしまったレイニだけど、ユフィに対して害意があった訳じゃない。こうして一緒に過ごせている事に安堵してしまう。

「何を笑っているのですか」

「あいた」

　後ろからイリアが手刀で叩いてきて、咄嗟に呟いてしまう。別に力を込めて叩かれた訳じゃないけれど、反射的に声が出てしまった。

「浮かれるのもわかりますが、もう少し勉強にも力を入れてください」

「……浮かれる？　誰が？」

「姫様が」

「……私が？」

　イリアの言葉に私は思わず自分を指さしてしまう。イリアには私が浮かれてるように見えたの？

「自覚はあるのではないですか？」

「……まぁ、自覚がないとは言わないけど」

　イリアとは長い付き合いだ。そんな彼女が浮かれていると指摘したのだから、私は自分で思うよりも浮かれているのかもしれない。

　そして浮かれているのだとしたら、それはユフィとレイニの二人と離宮で生活をするようになったからだ。

　こうした勉強会だけじゃなくて、食事も、何気ない雑談も、離宮にはそんな場面が増えている。少し前までは考えられなかったことだ。

　自分が思っていたよりも、私はユフィがレイニが離宮にいてくれる日々が楽しく感じていたのかもしれない。

「……言われれば、それもそっか」

　私が今までの大半を過ごしてきたのはこの離宮だ。イリアがいてくれたから不便はしなかったけれど、それでもイリアしかいなかった。

　私の世界は酷く狭く、外に出れば優しくない現実ばかり。辛くなかったと言えば嘘になるけれど、離宮に篭もって研究を重ねた日々は宝物だし、イリアがいてくれたから寂しいとは思ったことはない。

（でも、満足か？　って聞かれたら、きっと全然満ち足りてなかった）

　多分、それは身近に感じられる人が少なかったから。一緒にいて苦痛じゃなくて、共に時間を過ごせるような人。求めても、そう簡単に手に入らないものだった。

　私は変わり者のキテレツ王女様。王族でありながら魔法が付けないうつけ者で、王女としてはダメダメ。そんな人に好んで寄りつこうとする人なんて貴族にはいない。

　冒険者として外に飛び出してみても、王女だとわかれば距離は取られるし、壁も出来る。互いの事情には詮索しないで付き合うのが良い冒険者だと言われてたし、実際そんな距離感に助けられたこともある。

　でも、それでもやっぱり一枚壁を隔てたような距離感だった。だから、ふとした時にどうしようもなく寂しくなってしまう。

　別に世界や、全ての人から見捨てられたとは思ってない。けれど、傍にいて手を伸ばせるような人は本当に少なくて、私が手を差し出すことを望まない人ばかり。

　でも、ユフィとレイニは違う。二人の事情を思えば喜んでばかりはいられないけれど、でも私が二人の助けになれる事が嬉しいんだ。

「……こういうのって浅ましいのかなぁ」

　ちょっとだけ自己嫌悪、我ながら現金すぎるような気もするけど。

　それでも、本当は私だって誰かに誇れるような、優しくできる人になりたかったから。

「……アニス様？」

「大丈夫ですか？」

「うん。大丈夫、なんでもないよ」

　ぼんやりとしていると、ユフィが心配そうに私を見た。レイニもユフィの様子に気付いて、同じような表情で私を見てくる。

　自分たちだって楽な状況じゃないって言うのに。それでも、この子たちは誰かを思うことを止めない。

　だからこそ私は、この子たちの力になりたいと願いながら手を差し出そう。そして、その手を取って貰ったなら、全力で助けてみせよう。







　──そっと、心の中で祈る。どうか願わくば、この子たちの優しさが消えてしまいませんように、と。
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